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2021 年３月期 第２四半期 決算説明動画 説明概要 

 

皆様こんにちは。代表取締役社長の許田でございます。 

 

2021 年３月期第２四半期の決算につきましてウェブ配信によりご説明させていただきます。 

どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

資料_P.２_目次 

 

こちらが、本日ご説明させていただく資料の内容です。 

 

はじめに、第 2 四半期の決算概要について、次に、セグメント別の状況と今後の取り組みについて、最後

に、今期の通期業績予想についてご説明させていただきます。 

 

 

 

 

 



 

2 
 

それでは、第 2 四半期の決算概要についてご説明させていただきます。 

 

資料_P.４_業績ハイライト 

 

まずは、業績ハイライトです。 

 

売上高は、前年同期比 86.9％の 94 億 1,900 万円、営業利益は、同 134.4％の 16 億 9,900 万円となりまし

た。 

アミューズメント事業や音楽映像事業につきましては、新型コロナウイルス感染拡大による外出自粛や各種イ

ベントの人数制限等による影響で収益が悪化いたしました。 

 

しかしながら、オンラインゲーム、コンシューマゲームにつきましては、引き続き堅調に推移し、他の事業のマ

イナスをカバーし、前年同期比で増益となりました。 
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資料_P.５_セグメント別概況 

 

こちらが、セグメント別の実績です。 

 

オンライン事業は、売上高が、前年同期比 112.5％の 39 億 9,800 万円、セグメント利益は、同 194.8％の９

億 7,500 万円となりました。 

 

また、コンシューマ事業は、売上高が、前年同期比 74.4％の 39 億円、セグメント利益は、同 126.9％の 11

億 1,100 万円となりました。 

 

そして、音楽映像事業は、売上高が、前年同期比 73.9％の 15 億 2,100 万円、セグメント利益は、同 58.6％

の３億 6,100 万円という結果となりました。 

 

それぞれの内容につきましては、後ほどセグメント別にご説明いたします。 
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資料_P.７_セグメント別売上構成（四半期毎グラフ） 

 

続きまして、こちらのグラフは四半期ごとのセグメント別売上構成となります。 
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続いて、セグメント別の状況と今後の取り組みについてご説明させていただきます。 

 

資料_P.８_オンライン事業_進捗 

 

まずは、オンライン事業です。 

 

当事業におきましては、第１四半期から引き続き堅調に推移しております。 

また、前期において、不採算タイトルの整理を行った効果もあり、前年同期比で増収増益となりました。 

 

タイトルの状況といたしましては、『シノビマスター 閃乱カグラ NEW LINK』や『剣と魔法のログレス いにしえ

の女神』といった既存タイトルが引き続き堅調を維持いたしました。 

 

５月に配信を開始いたしました『一騎当千エクストラバースト』につきましては、ローンチ直後は順調な立ち上

がりを見せたものの、ゲーム内環境の安定化を優先し、プロモーションを控えていることもあり、現時点では計

画を下回る推移となっております。 

 

また、家庭用ゲーム機向けに発売いたしました『Fate/EXTELLA』と『Fate/EXTELLA LINK』を iOS・Android

用ゲームアプリとして７月 22 日より配信開始いたしました。 
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資料_P.９_オンライン事業_今後の取り組み 

 

続いて、オンライン事業の今後の取り組みについてご説明させていただきます。 

 

まずは、『剣と魔法のログレス いにしえの女神』や『シノビマスター 閃乱カグラ NEW LINK』をはじめとする

既存タイトルにつきまして、引き続き安定運営に努め、売上の確保を図ってまいります。 

 

また、『一騎当千エクストラバースト』につきましては、年末に向けてプロモーションを強化し、アクティブユー

ザーの増加に努め、収益向上を目指してまいります。 

 

そして、「千銃士」プロジェクトの新作ゲームアプリ『千銃士:Rhodoknight（ロードナイト）』につきましては、今月

14 日より事前登録を開始いたしました。正式なサービス開始日につきましては、決まり次第発表させていた

だきますので、しばらくお待ちいただきますよう、お願い申し上げます。 
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資料_P.10_コンシューマ事業_進捗 

 

続きまして、コンシューマ事業の状況について、ご説明させていただきます。 

 

ゲームソフト販売部門におきましては、利益率の高い旧作のリピート販売が伸長したことに加えて、『牧場物

語 再会のミネラルタウン』の海外版・PC 版の販売が好調となったことで、利益は増加いたしました。 

 

一方で、新型コロナウイルスによる外出自粛やアミューズメント施設休業等の影響を受けたアミューズメント部

門の売上が減少し、セグメント全体では減収・増益という結果となりました。 

 

タイトルの状況といたしましては、ただいま申し上げました通り、７月に海外子会社より発売いたしました『牧場

物語 再会のミネラルタウン』の北米・欧州版、Windows PC 版が好調なセールスとなっております。 

 

アミューズメント部門におきましては、9 月 17 日に稼動開始いたしました『ポケモンメザスタ』が前作『ポケモン

ガオーレ』の初動を上回る好調なスタートとなりました。 
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資料_P.11_コンシューマ事業＿今後の取り組み 

 

続いて、コンシューマ事業の今後の取り組みについて、ご説明させていただきます。 

 

ゲームソフト販売では、『天穂のサクナヒメ』を 11 月に、日本および海外向けに発売予定でございます。 

 

また、先日発表させていただきましたが、牧場物語シリーズ初の Nintendo Switch 向け完全新作『牧場物語 

オリーブタウンと希望の大地』の発売を決定いたしました。国内・アジアにおいては、来年の２月に、北米・欧

州においては、３月の発売を予定しております。 

 

なお、『ルーンファクトリー５』につきましては、年内の発売を目指しておりましたが、さらなるクオリティアップを

図るため、来年の５月へと発売を延期することといたしました。 

 

アミューズメントにおきましては、まずは、『ポケモンメザスタ』の運営に注力し、より多くのユーザーの皆様に

長く遊んでいただけるようなゲームへと育ててまいりたいと考えております。 

 

また、『ポケモンガオーレ』につきましては、この冬より、中国で展開することを決定いたしました。 
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資料_P.12_音楽映像事業_進捗 

 

続いて、音楽映像事業の状況についてご説明いたします。 

 

新型コロナウイルスの影響で中止が続いていたステージ公演は、政府・地方自治体の方針や、全国公立文

化施設協会、緊急事態舞台芸術ネットワークのガイドライン等に従いながら、７月より、一部公演を再開いた

しました。 

これらの公演による売上計上は、第３四半期となりますが、第１四半期において、前期に公演した一部タイト

ルの収益計上があったことや、パッケージ商品発売等により一定の収益は確保することができました。 

 

音楽映像制作部門におきましては、TV アニメ『ヒーリングっど♥プリキュア』や『スター☆トゥインクルプリキュア

感謝祭』をパッケージ商品化いたしました。 

 

また、TV アニメ『やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。完』を７月９日より放送開始し、第１巻のパッケー

ジ販売も開始いたしました。 

 

ステージ部門におきましては、「舞台『刀剣乱舞』」の新作公演を７月 16 日から８月９日まで、「ミュージカル

『憂国のモリアーティ』」の新作公演を７月 31 日から８月 16 日まで実施いたしました。 
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資料_P.13_音楽映像事業＿今後の取り組み 

 

続いて、音楽映像事業の今後の取り組みについてご説明させていただきます。 

 

音楽映像制作部門におきましては、新作 TV アニメ『アクダマドライブ』が 10 月８日より放送開始となりまし

た。また、３月公開より延期しておりました劇場版プリキュア最新作が、明日公開となります。 

 

ステージ制作部門におきましては、当部門の新しい取り組みとして、テレビ神奈川様と共同で制作したオリジ

ナルコメディ作品のドラマ『ハンサムセンキョ』が 10 月７日より放送開始となりました。 

 

ステージ公演では、「PERSONA5 the Stage」の新作を 10 月１日から 18 日まで公演を実施いたしました。 

 

11 月以降も、「『家庭教師ヒットマン REBORN!』the STAGE」や「舞台『血界戦線』」の新作、そして、『新テニ

スの王子様』初のミュージカル化等、複数公演を準備しております。 

 

以上が、各セグメントの概況となります。 

 

最後に、2021 年３月期の通期業績見通しにつきましてお話させていただきます。 
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資料_P.15_2021 年３月期_業績予想 

 

通期業績予想につきましては、新型コロナウイルスによる影響を合理的に算定することが困難と判断し、未定

としておりましたが、第２四半期までの進捗状況や各事業への影響等、現時点において入手可能な情報をも

とに算定いたしましたので、本日開示させていただきました。 

 

しかしながら、引き続き新型コロナウイルスの影響により、先行き不透明な環境が続くと予想され、収益が大き

く左右される可能性があります。よって、特定の数値による予想が困難であり、レンジ形式での開示とさせて

いただきました。 

 

売上高は、210 億から 234 億円、営業利益は、24 億 5,000 万から 30 億円、経常利益は、24 億 5,000 万か

ら 30 億円、当期純利益は、18 億から 21 億円という業績予想といたしました。 

 

今後、特定予想値の開示が可能となった時点で、速やかに公表させていただきたいと考えておりますので、

何卒、ご理解賜りたく存じます。 

 

なお、2021 年３月期の期末配当予想につきましては、今後、業績予想の特定値の開示が可能となった段階

で、あわせて発表させていただきます。 
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以上をもちまして、決算説明を終了させていただきます。 

最後までご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

 

以上 


